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●安全行動規範
（1）	協力一致して輸送の安全の確保に努める。
（2）	輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理	
	 解するとともにこれを遵守し、厳正、忠実に職務を	
	 遂行する。
（3）	職務の実施に当たり、おく測に頼らず確認の励行に	
	 努め、疑いのある時は最も安全と思われる取り扱いを	
	 する。
（4）	事故･災害等が発生したときは、人命救助を最優先	
	 に行動し、すみやかに安全適切な処置をとる。
（5）	情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保する。
（6）	常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦する。

●安全重点施策
（1）	現業・本社一体での問題点早期把握による事故防止
	 現業と本社及び現業職場間のコミュニケーションを活	
	 性化することにより、迅速な問題解決を図る。
（2）	事故情報の確実な伝達と対策実施による再発防止
	 事故情報とその対策を迅速、正確に関係職場に伝達す	
	 ることや、過去の重大事故事例を学ぶことにより、事	
	 故の再発を防止する。
（3）	教育・訓練システムの整備による確実な技術の伝承
	 部門ごとに、係員の教育体系を整備することにより、	
	 確実に技術を伝承する。
（4）設備面の安全対策の推進
	 「うっかり、失念」があっても、それが事故につなが	
	 らないバックアップ機能を取り入れた設備を整備する。

「安全の確保」は鉄道事業の最大かつ最重要の、
お客さまに対する責務である。

その安全は、従業員一人ひとりがルールを遵守し、
正則作業を確実に遂行することによって支えられている。

私たちは鉄道事業を担う誇りを共に持ち、
本社と現業及び現業間の双方向コミュニケーションを
しっかりと行い、
安全の障害となる問題を一体となって速やかに解決し、
このお客さまに対する責務を誠実に果たし社会に貢献する。

安 全 方 針

　安全の確保は、鉄道事業の最大かつ最重要の責務です。
東急電鉄では、安全管理の体制や方法をまとめた「安全管
理規程」を基に、経営トップから現場第一線の従業員まで
一体となった安全管理体制を構築しています。

1 安全運行を守る「仕組み」
安全管理体制

●安全管理規程
　鉄道事業法に基づき、2006年10月に安全管理規程を制
定しました。安全管理規程では、安全に関する基本的な方針
や管理体制、管理方法のほか、社長・安全統括管理者・各責
任者の責務などが定められています。
　輸送の安全確保は、安全管理規程を基本に各部門の実施
規程が定められ、現場における作業手順へとつながってい
ます。

●組織体制
　鉄道事業本部の組織は、安全管理に関する専門部署「安
全戦略推進委員会」を安全管理体制の事務局とし、鉄道事
業の安全管理体制の強化、信頼性と事業継続性の向上を目
的としています。
　安全統括管理者、運転管理者は、鉄道事業法に定められ
た要件を満たす者の中から選出し、国に届け出ています。

安全管理の方法と確認機関

　安全最優先の企業文化を育むため、継続的改善を推進す
る考え方を取り入れ、安全管理体制を構築しています。

●経営会議・取締役会
　鉄道で発生した事故やその対策、安全対策工事の進捗状
況などを、社長をはじめとした経営陣に経営会議･取締役会
で定期的に確認し、見直し・改善を図っています。

●定例部課長会議
　鉄道事業本部で定例部課長会議を開催しています。会議
には、鉄道事業本部長をはじめ各部門（東急レールウェイ
サービス、東急軌道工業を含む）の責任者が出席し、輸送の
安全を確保する対策について、審議･報告するとともに、安全
に関する情報を共有しています。

輸送の安全の確保に関する業務を統括管理します。
従業員に対し、安全最優先の意識を徹底させるほか、
安全の確保に関する事業運営上の重要な決定に参画
し、取締役等に必要な意見を述べます。

列車の運行管理、乗務員の資質管理等、運転に関す
る事項を管理します。

安全統括管理者

運転管理者

安全方針・安全行動規範・安全重点施策

規程と体制
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安全運行を守る「仕組み」

●安全部課長会
　安全に関する諸課題について、部課長で集中的に議論し
方針を決定しています。各部門の統括部長が出席しています。

●内部安全監査
　各部門の安全の取り組みが適切に機能していることを確
認するために、安全戦略推進委員会が中心となって、内部
安全監査を毎年実施しています。また、各部門でも定期的
に部内監査を実施。安全管理体制の見直し、改善を図って
います。

国土交通省による運輸安全マネジメント評価

　国土交通省による運輸安全マネジメント評価を、おおむね
年１回受けています。
　安全管理体制が適切に運営され、安全に関するさまざま
な取り組みが適切に実施されているかについて、国土交通省
から評価・助言をいただき、さらなる改善につなげています。
　具体的には、安全管理体制の見直し状況、本社・現場一
体となった再発防止、未然防止に向けた取り組みについて、
経営トップが概要を説明し、文書や記録を確認していただき
ます。

現業・本社一体での問題点早期把握と情報の伝達

●経営陣による巡視
　社長をはじめとして、経営陣が定期的に現場を巡視してい
ます。巡視先では、各現場の安全に関する取り組みを確認
するほか、課題を話し合うなど、経営陣と現場が一体となっ
て問題解決に取り組んでいます。

●意見交換会
　社長、副社長や安全統括管理者などの管理者が現場を訪
問し、現業社員とリラックスした雰囲気で忌憚のない意見
を交換する会を定期的に実施しています。本部長などが、
直接、現業社員と意見を交換することで、本社から見えに
くい現場の潜在的な問題点を把握 ･改善できるとともに、
風通しの良い組織文化の醸成につなげています。

●「安全の日」の巡視
　毎月19日を「安全の日」として、各部門の部課長が現場を
巡視しています。意見交換会と同様に、部課長と現業社員が
コミュニケーションを図り、現場からの安全に関する提案や
問題点を集め、対応することで安全性の向上につなげてい
ます。

●ヒヤリ･ハット情報の収集･共有
　事故の未然防止のために、事故には至らなかったものの
ヒヤリ･ハットしたという情報（ヒヤリ･ハット情報）を、意
見交換会や「安全の日」の巡視で収集するほか、データベー
スを活用して収集 ･共有し、問題の早期発見につなげてい
ます。

●「事故情報専用モニター」の活用
　事故が発生した際、事故の概要や再発防止に向けた本社
からの指示内容を、関係係員が迅速かつ正確に把握し、確
実に実施することが重要です。東急電鉄では、そのツールと
して「事故情報専用モニター」を用い、周知すべき内容を現
場へ一斉配信しています。
　また、ヒヤリ ･ハット情報や他社の事故情報のほか、雪
や強風、雷など気象状況に起因して発生しやすい事故情
報を季節に合わせ
て配信したり、対
策や取り組みを風
化させないために、
過去に発生した事
故から重大なもの
や再発事故を抽出
して配信するなど、
部門ごとに情報の
配信方法を工夫し
ています。 事故情報専用モニター

副社長による現場巡視の様子

現業社員と安全統括管理者との意見交換会
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●線路の保守
　昼間は、保線係員が列
車の乗務員室から、または
線路上を歩いて線路に異常
がないか点検･確認します。
最終列車から始発列車まで
の間には、敷き詰めた砕石
をつき固めるマルチプルタイ
タンパ、レールの傷を探す
レール探傷車、およびレー
ルの表面を滑らかにするレール削正車などの保守車両を使
用して線路の保守を行っています。

●車両の保守
　元住吉、長津田、雪が谷
大塚、上町にある検修施設
で、定期的に車両の検査を
行っています。また、4 年
に一度、長津田車両工場で
車両を分解して検査･メン
テナンスを行います。各機
器の異常の有無やブレーキ
の効き具合、台車･車軸 ･
連結器の探傷試験、車輪の摩耗など、走行に関するすべて
を確認します。

●電気設備の保守
　信号保安装置や踏切保
安装置、列車無線、非常
停止ボタンなどを定期的に
検査しています。また、列
車や駅へ電力を安定供給す
るため、28カ所の変電所
をはじめ、電車線や高圧配
電線、信号保安装置などの
保守も行っています。

2 安全運行を守る「人」

電気設備の保守

車両の保守

　安全で快適な鉄道運行のために、細心の注意を払い日々
の業務に取り組んでいます。また、従業員一人ひとりが安全
に対する意識を高く持ち、実践できるよう、人材の育成に
力を尽くしています。

保守〜日々の確認・管理

人材育成

乗務員の養成と資質管理

　お客さまの生命をおあずかりする立場として、乗務員の使
命は重大です。東急電鉄では、2015年3月31日現在、運転士
600人、車掌389人が乗務しています。
　東急電鉄には、「東急教習所」内に国土交通省の指定を受
けた養成所があり、運転士を養成しています。また、東急教
習所内では車掌の養成も行っています。今後も、お客さまの
「安心」「信頼」のために、「安全」を守る乗務員の養成に全
力で取り組んでいきます。

 ●運転士・車掌の養成
　運転士・車掌の養成は、東急教習所内で所定の学科を学
んだ後、各乗務職場に配属され指導運転士・指導車掌のも
とマンツーマンで乗務しながら技能を習得していきます。 
　運転士は、列車を運転するために国家資格である動力車
操縦者運転免許が必要です。約9か月間の講習を受けた後、
修了試験（国家試験）を受験、合格し運転免許の交付を受
けます。また、車掌は約 3か月間の講習を受けた後、修了
試験に合格する必要があります。

●乗務員の技能の維持・向上と資質管理
　運転士・車掌になってからも定期的に適性検査や講習・
訓練を実施し、技能の維持・向上に努めています。また、
各乗務職場の区長が乗務員指導管理者として運転士・車掌
に必要な教育・訓練を実施するとともに、資質管理の状況
を定期的に運転管理者へ報告しています。
　そのほか、監督者が列車に添乗し乗務員が正則作業を厳
守しているか確認しています。

　技術部門の係員は、業務にあたる際、常に「安全衛生作
業心得」や「安全手帳」を携帯しています。安全かつ円滑
な業務遂行のためのルールをまとめた冊子です。安全方
針や安全行動規範はもちろ
ん、現場での着実な業務遂
行に必要な具体的ルールを
遵守し、日々の業務にあたっ
ています。

ルールブックの携帯

■ 乗務員養成の流れ

● 運転士の使命
● 安全への取り組み
● 運転のしくみと運転法規
● 車両構造
● 線路、信号、電気のしくみと設備
● 運転シミュレーション
● 救急法

学
科
講
習（
4
カ
月
）

● 運転操作
● ブレーキ操作
● 車両点検
● 異常時の対応と応急処置
● 合宿研修

技
能
講
習

（
5
カ
月
）

● 運転操作
● 車両点検
● 異常時の対応と応急処置

技
能
修
了

試
験

運 転 士

免許申請・承認

卒業・運転免許証交付

● 車掌の使命
● 安全への取り組み
● 運転のしくみと運転法規
● 車両構造
● 線路、信号、電気のしくみと設備
● 車内アナウンス研修
● 救急法

● 車扉操作
● 車内アナウンス
● 異常時の応対方法
● 合宿研修

● 車扉操作
● 車内アナウンス
● 異常時の応対方法

車 掌

東急教習所　入所

学
科
講
習（
1
カ
月
）

技
能
講
習

（
2
カ
月
）

技
能
修
了

試
験

学科修了試験

卒業・修了証書授与

目視での確認
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安全運行を守る「人」

●アルコールチェックと健康管理
　乗務前に必ず監督者による健康状態の確認を行うほか、
全乗務員に対してのアルコールチェックを徹底しています。ま
た、定期的に健康診断を実施しています。

緊急事態に備えたさまざまな訓練

　万が一、不測の事態が発生したときには、冷静かつ迅速･
的確に事故の処理ができるよう、日頃からさまざまな訓練を
行っています。

●3・11震災対応訓練
　2012年から毎年3月に、震災対応訓練を行っています。
「東日本大震災」を風化させないことと大規模地震発生時
の被害を最小限に食い止めることを目的とした訓練で、東急
線内で強い地震が発生し鉄道施設に甚大な被害が起きたこ
とを想定して実施しています。 
　この訓練では、列車・電車の一斉停止訓練のほか、社員
の安否確認や災害用電話の通話試験、施設点検を行ってい
ます。

●運転事故総合訓練
　毎年1回、鉄道事故が発生した際の併発事故の防止、負傷
者の救護、関係部署への連絡通報、お客さまの避難誘導、
復旧作業などを迅速、確実にするために、「運転事故総合訓
練」を実施しています。2015年度は10月19日に長津田検車
区の車庫内で実施しました。

点呼時に監督者が健康状態を確認

●異常時運転取扱訓練
　春と秋の年2回、職場ごとに異常時運転取扱訓練を実施し
ています。駅係員は、後続列車や対向列車を緊急に停止させ
る列車防護、線路を分岐させる「ポイント」が故障した場合
を想定した信号係員による手動操作、ホーム案内時の列車
緊急停止合図などの訓練を行っています。また運転士と車掌
は、列車防護、負傷者の救護、運輸司令所への連絡通報、車
両故障が発生したときのための車両連結訓練などを行ってい
ます。

　東急電鉄の従業員が、通勤時
などに東急線を利用中に事故や
災害に遭遇した際には、この「名
札ワッペン」を左胸などに貼り付
け支援活動を行います。お客さま
や外部の関係者に対して支援者
が東急電鉄の従業員であること
を明示し、円滑な支援活動がで
きるよう備えています。

異常時用名札ワッペン

教育・訓練システムの整備による確実な技術伝承

●教育訓練の立案･推進を担う教育専任スタッフの配置
　本社の各部門に教育専任スタッフを配置し、人材育成の
強化や、マニュアルなどには記載されていないノウハウなど
も含めた技術を、ベテランから若手へ確実に伝承できる仕組
みづくりに取り組んでいます。

●技能競技会･技術競技会･コンクール
　技術部門では、設備の更新に伴う機器の性能向上により、
部品などの故障や劣化による取り替えが少なくなってきてい
る現状をふまえ、組織の技術力強化やベテランから若手へ
の技術伝承、従業員のモチベーション向上などを目的に、
競技会を定期的に実施しています。また、運転部門では、
2012年度から運転士、車掌の技能コンクールを実施してい
ます。

安全意識向上のための取り組み

●東急安全の日
　2014年2月に発生した東横線元住吉駅列車衝突事故を風
化させないために、社員一人ひとりが事故を振り返り、向き合
う場として、東急安全の日を設定しました。2015年2月12日
には、ＪＲ九州の青柳社長を招いて「JR九州における安全創
造活動」についてご講演いただ
きました。当社社員のほか、東
急電鉄の鉄道事業に携わる関
係各社などから約950人が出席
し、二度とこのような事故を発
生させないよう、決意を新たに
しました。

●車掌の基本動作訓練
　日頃から、駅出発時の列
車接触事故などの防止のた
め、車掌は基本動作訓練を
行っています。車掌シミュ
レーターや車掌スイッチの
模擬装置を使って、車掌の
ドア操作に関する基本動作
や異常時の対応方法を訓練
しています。

運転事故総合訓練

車掌シミュレーターを用いた
車掌の訓練の様子

名札ワッペン

2014 年度東急安全の日

乗務前にはアルコールチェッカーでチェック
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3 安全運行を守る「システム」

安全運行を守るシステム

●保安装置
■ ATC（Automatic Train Control 自動列車制御装置）
　列車が制限速度を超えないよう、自動的にブレーキがか
かり、制限速度まで減速させるシステムです。東横線、目
黒線、田園都市線、大井町線、こどもの国線で導入してい
ます。

■ ATS（Automatic Train Stop 自動列車停止装置）
　先行列車との間隔に応じた信号機の指示速度を超えて列
車が進行した場合、列車に自動的にブレーキをかけ停止さ
せるシステムです。池上線、東急多摩川線で導入しています。

●定位置停止支援装置
　列車を定位置に停止させるために、定位置停止支援装置
を設置しています。導入路線は、東横線、目黒線、池上線、
東急多摩川線です。

●世田谷線の安全対策
　軌道線である世田谷線では、軌道信号機と車内警報装置
により、電車間の安全性を向上させています。

●防護無線システム
　「防護無線」とは、事故などの緊急時に近くにいるほかの
列車に警報信号を無線で発信するもので、列車無線システ
ムに組み込まれており、停電時でも発信することができます。
運転士や車掌が防護無線装置のボタンを押すと、付近にい
る全列車に非常事態を知らせる電波が送信されます。この
電波を受信した列車は、運転士のブレーキ操作により緊急
停止し、安全が確保されます。
　東急線のすべての鉄道線に導入しています。（軌道線であ
る世田谷線は除く）

踏切支障報知装置・非常ボタン
　踏切内に人や車が立ち往生してしまったときなど緊
急の場合に、非常ボタンを押すと特殊信号発光機が赤
く点滅して、接近する列車の運転士に異常を知らせま
す。東急線内すべての踏切に設置しています。
　また、東横線 ･目黒線 ･大井町線 ･こどもの国線で
は、ATCと連動しているため、接近する列車を自動
的に減速させます。

■ 防護無線システムイメージ図

三次元レーザレーダ式
障害物検知装置

　事故を防ぎ運行の安全を守るため、さまざまなシステム
を設置しています。また、異常気象や大地震など自然災害
に対応するためのシステムを導入し、あらゆる事態に対応で
きるように備えています。

特殊信号発光機 非常ボタン

踏切の安全対策

防護無線装置

上り線

下り線

防護無線装置

基
地
局

基
地
局 運輸司令所

発信した列車を特定できる

警報信号を発信1
警報信号を受信
非常ブレーキをかける

2
3

半径1km以内に到達

1

2

2

2

1

障害物検知装置
　障害物検知装置は、踏切で立ち往生している自動車
などの障害物をレーザ光などによって検知し、接近する
列車の運転士に異常を知らせる装置です。東横線･目黒
線･大井町線では、自動車の通行が可能な全踏切への設
置が完了しており、池上線･東急多摩川線･こどもの国線
でも、設置を進めています。（田園都市線には踏切があ
りません）
　なお、2013年度より、踏切全体を検知することができ
る三次元レーザレーダ式の装置の導入を進めています。

レーザ光による障害物検知のイメージ
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安全運行を守る「システム」 4 駅構内・車内の安全対策

●東急線沿線の気象情報等の集中監視システム
　運輸司令所に、東急線沿線の気象情報等の集中監視シ
ステムがあります。東急線各所に配備した地震計や風速計、
雨量計、積雪計の情報は運輸司令所に集まり、運輸司令所
は必要に応じて警戒体制を各部門に指示します。

●早期地震警報システム
　東急線全線に、大規模地震発生時の被害を防止または軽
減するための「早期地震警報システム」を導入しています。 
これは、地震の初期微動（P波）を観測し、その後に来る大き
な揺れ（S波）の規模や到達時間を事前に知らせる気象庁の	
 「緊急地震速報」を受信して、震度4以上の大規模地震が予想
される場合には、全列車に一斉通報し、運転士のブレーキ操
作により列車を緊急停止させるシステムです。

●高架橋、橋梁、トンネル、駅施設の耐震補強工事
　国土交通省の通達に基づき災害時の復旧困難性なども考
慮して、耐震補強工事を順次行っています。また、構造物だけ
でなく列車運行に必要な信号設備や電気設備などの耐震補
強も進めています。

●構造物の老朽化対策
　構築以来数十年を経過した構造物（高架橋、トンネルな
ど）に対し詳細な調査を実施し、予防保全を目的とした長寿
命化工事を行っていきます。

気象情報集中監視システム画面（風速）

耐震補強工事済の高架橋耐震補強工事中の高架橋

駅構内・車内の安全対策

●防犯カメラ
　駅構内の状況確認や犯罪抑止を
目的として、ホーム、改札口、券売機、
定期券うりばなどに防犯カメラを設
置しています。2015 年 3月末現在
で、3,478台を設置済みです。

●地下駅の火災対策
　国土交通省の基準に基づいて、2通路以上の避難通路の
確保や、火災時におけるホーム階の排煙のための非常電源設
備の設置などの対策を、全ての地下駅で実施済みです。

●停電対策
　列車運行に必要な電力は、沿線
に設置した複数の変電所から供給
しており、一部の変電所が停電し
ても列車の運行は確保できます。
また、全ての電力供給がストップし、
駅間で列車が停止する状況になっ
ても、車両に搭載したバッテリーにより車内の非常照明や放
送設備などは正常に機能します。
　地下駅では停電に備えて非常用発電機を設置しており、ト
ンネル内を含めた非常照明や駅放送設備など、防災上必要
な機能が確保されています。

●駅係員、警備員の巡回
　日頃から、定期的に駅係員および警備員が駅構内を巡回
し、不審物、施設の不備などお客さまに危険が及ぶ箇所が
ないか、確認、警備を実施しています。
　また、お客さまの流れの変化などに対応し、警備体制の
見直しを行っています。

●車内非常通報ボタン
　具合の悪いお客さまや車内の異常を乗務
員に知らせる装置で、車両連結部付近や窓
の横、車いすスペースに設置しています。（位
置は車両により異なります） 
※	東横線･田園都市線の5000 系と大井
町線の 6000 系、目黒線、池上線、東急	
多摩川線、世田谷線、こどもの国線で	
は乗務員と通話することができます。

●緊急ブレーキ装置
　運転士の体調が急変したときに安全を確保するため、ハン
ドルから手が離れると自動的に非常ブレーキがかかる装置
を全車両に搭載しています。

●誤開扉防止策・列車の転動防止策
 「列車の発車直後、誤って車掌がドアを開ける操作をして
もドアが開かない仕組み」や「ドアが開いた状態で運転士が
誤って列車のブレーキを緩める操作をしても動かない仕組
み」を導入しています。（世田谷線・こどもの国線を除く）

駅の非常用発電機

防犯カメラ

車内非常通報ボタン

自然災害に備えた対策
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点状ブロック
　目の不自由なお客さまに安全
にご利用いただけるよう、ホーム
上にホームの端を示す点状ブロッ
クを設置しています。このうち、
ホームドアのついていない駅に
は、どちらがホームの内側か分かるよう点状ブロックの
内側に線状の突起（内方線）がある、内方線付き点状ブ
ロック（ホーム縁端警告ブロック）を設置しています。

5 安全運行を守る「ホー ムの安全」

非常停止ボタン
 線路転落による人身事故
を防ぐため、世田谷線およ
び、全駅にホームドアが設
置されている目黒線を除く
81駅のホームに、非常停
止ボタンを設置しています。
ボタンを押すと、付近の
列車は緊急通報を受信し、
運転士のブレーキ操作によ
り緊急停止します。

ホームドア
 ホームからの転落事故
や列車との接触を防止
するため、ワンマン運
転を行っている目黒線
の全駅、東横線渋谷駅・
代官山駅・中目黒駅・学芸大学駅・武蔵小杉駅・横浜駅、
大井町線大井町駅などにホームドアを設置しています。
池上線、東急多摩川線の全駅には、センサー付固定式
ホーム柵を設置しています。

ホーム安全柵
 ホームドアが整備されるまで
の間、早期に実現可能な転落
抑止策として、東横線、田園都
市線、大井町線にホーム安全
柵を設置しています。

　転落事故を防止し、安全にホームをご利用いただけるよ
う、ホームの安全を守るさまざまな取り組みを行っています。

転落防止ゴム
　お客さまが足を踏み外して列
車とホームとの隙間に転落しな
いように、ホーム側面に、隙間
を狭めるためのくし型状のゴム
（転落防止ゴム）の設置を順次進
めています。

転落報知器
　ホームの下に転落報知器を設
置しています。万が一お客さまが
ホームから転落した際などには、
センサーが作動して駅係員や乗
務員に転落を知らせます。

防犯ボタン・インターホン
　駅構内で不審物や不審者を
発見したときや、トラブル発
生時、またお身体の具合が悪
くなったときなど、駅係員 ･
警備員のお手伝いが必要とな
った際に通報いただける、防
犯ボタンやインターホンをホー
ム上やトイレに設置しています。
（列車は止まりません）

東横線武蔵小杉駅のホームドア

転落防止ゴム

ホーム安全柵

1

3

4

1

5

6
2

ホームの安全対策

転落報知器

内方線付き点状ブロック

インターホン

駅係駅員よびだし
インターホン

案内看板非常停止ボタン

非常停止
ボタン
案内看板

防犯ボタン

4

6 9

6

6

2

2

8
5

3
7
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ご報告

2014年度に発生した事故・障害など

　列車運行の安全性を高
めるため、保安設備の設
置や保守点検作業の質の
向上などを図っています
が、不測の事故や障害が
発生することがあります。
東急線全線で2014 年度
に発生した事故･障害な
どの件数は47件でした。
　事故･障害などの件数
47件のうち人身事故等
については41件でした。
今後もホーム転落の防止
など、人身事故防止のた
めの対策を進めます。
　2014 年度に発生した
事故･障害などの件数の
内訳は右記のとおりです。

安全に関する設備投資

　中長期的な計画のもとで、安全への設備投資を実施して
います。耐震補強や車両更新など、多額の費用がかかるも
のは計画的に進めつつ、事故等により緊急対策が必要な場
合には、機動的に対策を行います。

■ 原因別 事故・障害などの件数
（件）

（  ）は 2013 年度実績

理由
自然災害など
設備の故障など
人身事故・列車接触など
その他
合計

2
2

41
2

47

（3）
（2）

（39）
（0）

（44）

件数

※「自然災害など」には国への届け出を要さな
いものも含まれています。

14
1

20
5
2
5
0
0

47
（  ）は 2013 年度実績

■ 路線別 事故 ･ 障害などの件数

路線
東横線
目黒線
田園都市線
大井町線
池上線
東急多摩川線
世田谷線
全線
合計

（11）
（0）

（21）
（2）
（6）
（2）
（2）
（0）

（44）

件数
（件）

■ 2015 年度安全投資計画

ホームドア整備（車両改良を含む）
踏切関連工事

軌道、電車線、車両設備整備
折り返し設備新設

構造物長寿命化
列車運行管理システム更新
電力管理システム更新
列車無線設備更新
車両更新

構造物耐震補強
法面、高架橋減災対策

分類

保安度向上

災害対策

老朽化対策

輸送安全策

43

107

62

237

25

計

主 な 工 事 内 容 金額（億円）

安全運行を守る「ホームの安全」

ホーム先端部塗装
　ホームの先端部をオレンジ色に
塗装し、線路転落や、列車とホー
ムとの隙間への転落を防ぐため、
お客さまへの注意喚起を行ってい
ます。ホームへの足元注意ステッ
カーの表示も行っています。

スレッドライン
　大井町線の急行列車が通過する
駅では、急行が通過する際にお客
さまが列車に接触しないよう、ホー
ムの床面を点滅させ、注意喚起を
行っています。

青色照明
　人身事故の防止策として、精神
を安定させる効果があるといわれ
ている青色照明を、一部の駅と
踏切で導入しています。また、人
身事故が何度か発生している駅で
は、照明を増設し明るくするなど
の取り組みを実施しています。

7

8

9

（2015年4月20日時点）

東急線ホームドア（または、センサー付固定式ホーム柵）設置状況

　より安全で安心なホームを目指して、従来のホーム
ドア設置計画を大幅に前倒しし、2020年を目標に東
横線･田園都市線･大井町線全64駅にホームドアを設
置します。2015年度は、東横線菊名駅、大井町線溝
の口駅など10駅で工事に着手しています。

2020 年までに64駅！ ホームドア設置計画 進行中

ホーム先端部塗装

スレッドライン

青色照明

■ ホームドア設置計画
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東横線元住吉駅構内における列車衝突事故 を受けた、
降雪期の安全輸送確保の取り組みについて

1. 事故の概要

〈発生日時〉
2014年2月15日（土）0時30分頃

〈発生場所〉
東横線元住吉駅構内（下り・2番ホーム）

〈発生事象〉
元住吉駅でホームを過走し停車していた各駅停車（渋谷発、
元町・中華街行き8両編成）に、後続の各駅停車（渋谷発、元
町・中華街行き8両編成）が非常ブレーキを使用したにもか
かわらず、十分なブレーキ力が得られず衝突。

2. 原因

　降雪時の線路上を走行中に、運輸司令所から先行列車の
駅での過走後の処理のために、急遽停止の指示を受けた後
続列車が、非常ブレーキにより停止しようとした際に必要
なブレーキ力が得られなかったため、停車していた先行列
車と衝突したことにより発生したものと考えられる。
　後続列車で必要なブレーキ力が得られなかったのは、非
常ブレーキの動作時に空気ブレーキの制

せいり ん し

輪子※1が車輪に
押し付けられた際、車輪踏

とうめん

面※2と制輪子摺
しょうどうめん

動面※3間の摩
擦係数が大きく低下していたためと考えられる。摩擦係数
の低下には、車輪と制輪子の間に、線路内の積雪、車輪フ
ランジ部※4に残っていた油分、制輪子に付着していた塵
埃などが液体状に混ざり合って供給されたことが関与した
可能性があると考えられる。

3. 降雪期における安全輸送確保の取り組み

　降雪期における安全輸送確保に向けた取り組みとして、以
下の対応を実施します。

①	積雪計による積雪状況の把握
	 外部気象会社からの降雪予報の把握とともに、東急線	
	 沿線 8カ所に積雪計を新設し、監視カメラも併設する	
	 ことで、運輸司令所において積雪状況をリアルタイム	
	 に把握します。

②	施設および踏切道の除雪体制の強化
	 駅ホーム、ホーム屋根、および踏切道などの除雪要員	
	 を増員し、除雪体制を強化します。

③	融雪器による分岐器※5の不
ふ て ん か ん

転換対策
	 地下区間などを除く本線の全ての分岐器に融雪器（電気	
	 ヒーター）を設置しており、レールを温めて雪をとか	
	 します。また、係員による除雪作業も実施します。

④	お客さまへのご案内について
	 ホームページ、メールでの情報配信、および駅構内の	
	 案内ディスプレイなどにより、運行状況および運転再	
	 開見込みなど、お客さまに対する情報提供を強化します。

⑤	社員への教育・訓練
	 降雪時における対応力を強化するため、社員への教育お	
	 よび訓練を継続的に実施します。

積雪
センサー

積雪計 積雪計（イメージ）

分岐器の電気融雪器
（枕木上にヒーターを設置し、雪をとかす）

　2014 年 2 月に発生した東横線元住吉駅での列車衝突事
故について、2015 年 5月28日、国土交通省運輸安全委
員会による鉄道事故調査報告書が公表されました。報告書
に記載されている推定原因および「必要と考えられる再発
防止策」について厳粛に受け止めております。
　この事故を風化させることなく、全社一体となって安全を
追及していきます。

※ 1 制輪子：	ブレーキ装置の一部であり、車輪に押し付けて車輪の回転を減速
	 または停止させるもの
※ 2 車輪踏面：車輪のレールと接する面
※ 3 制輪子摺動面：制輪子の車輪と接する面
※ 4 車輪フランジ部：車輪の外側の部分

※5 分岐器：線路を分岐させる装置

■ ブレーキ力が著しく低下した原因の可能性



お客さまへのお願い

ホームの事故発生防止のために
　ホームから線路への転落などを目撃し
た場合は、「非常停止ボタン」を押してくだ
さい。ボタンを押すと、付近の列車が緊急
通報を受信し、運転士のブレーキ操作によ
り緊急停止します。
　また、スマートフォンや携帯電話の操作
や画面を見ながらホームを歩かれますと、足元への注意
が散漫になり、列車との接触やホームからの転落事故な
ど、思わぬ大惨事になりかねません。絶対におやめくだ
さい。
　安全に車いす、ベビーカーなどをご利用いただくために
ホームでお待ちいただく際は、線路に対して平行になるよ
うお止めください。また止まるときには、必ずブレーキ･ス
トッパーをおかけください。

踏切事故防止のために
　踏切で警報機が鳴り始めたら、踏切内に入らないよう
にお願いします。転倒や渡りきれなかった場合など、思わ
ぬ事故につながることがあり大変危険です。
　踏切で遮断かんが下りた踏切内に人や車
が残されてしまったときは、「非常ボタン」
を押してください。ボタンを押すと、接近す
る列車の運転士に異常を知らせます。東急
線ではすべての踏切に「非常ボタン」を設
置しています。

お客さまのご協力が、大きな事故を未然に防ぐことに
つながります。安全運行のためにご協力をお願いします。

線路と
平行に

ブレーキ・
ストッパーを
かける
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